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①多血小板血漿（Platelet-rich plasma: PRP）療法とは？
患者様自身の血液から、血小板濃度を通常の血液の約３～７倍に濃縮した「多血小板血漿 (PRP)」 を作製し、これを患部に注射する治療法です。血小板には血液を固める働きの他に組織を治癒させる指令を出す働きもあります。血小板からは成長因子と呼ばれる物質が放出され、それらが組織治癒を促進します。患者様自身の血液から作成するため、肝炎などのウイルス感染の危険性がなく、人工的な化学物質や自己由来以外の蛋白質を含まないためアレルギー反応を起こすこともなく安全です。ただし、どんな治療法も万能というわけではありませんのでたとえ適応疾患であってもPRP治療でも効果が得られない場合はあります。
②適応疾患
テニス肘、ゴルフ肘（肘外側・内側上顆炎）や、ジャンパーズニー（膝蓋腱炎）、アキレス腱炎などの腱や靭帯の慢性化した痛みのほか、肉離れ、筋断裂、靭帯損傷などのケガ、外傷の治療期間を短縮できると考えられています。整形外科領域ではこの治療法は海外では10年以上の実績があり、スポーツ選手を中心に行われています。
③そのほかの治療法について
[bookmark: _GoBack]PRP療法はあくまでも局所治療です。慢性のスポーツ障害に伴う痛みは、「筋肉のバランスの乱れ」、「体のかたさ」などの問題により局所に負担がかかり発生していることが多くみられます。これらの問題があれば、運動療法（リハビリ）が必要と考えられます。筋骨格系の疾患にPRP治療が有効とはいえ、基本的な治療を行わずにトライするのは得策とはいえません。まずは前述のリハビリやステロイド注射などのスタンダードな治療方法をひと通り行いましょう。それでも効果が不十分な方あるいは早く治したいという方は医師の判断と患者さんの希望によってPRP治療を行います。
④治療の流れ
治療の事前準備として血液検査を行います（重篤な肝機能障害や、血小板数が極めて少ない場合は効果が期待できません。重篤な全身疾患がある場合も実施できません。）
治療当日の具体的な手順は以下の通りです。
１．一般的な採血のように末梢血を採取します。
２．それを遠心分離機にかけ多血小板血漿（PRP）を抽出します。
３．最後にPRPを患部に注入します。正確に注入するために超音波検査器で患部と注射の針を確認しながらPRPの注入を行ないます。
4．初回注射後、３～４週間経過し、痛みが軽減したものの痛みが残存している場合は、ご希望があれば、２回目のPRP注射を行います。一般的には３回前後のPRP注射を要することが多いようですが、１回の注射で症状が消失することもあります。
⑤注意点
採血時と患部への注入時には、ある程度の痛みを伴います。またPRP注入後２週間ほどは炎症により痛みが続く場合がありますが、組織治癒のために炎症は必要な過程であり、特に心配はありません。これまでの報告によると治療効果には個人差や注射する場所による差があります。注射後は注射したPRPの拡散を防ぐため、約１時間の患部の安静と注射当日のみ水に濡らさないこと、その後の患部のマッサージ禁止と禁酒禁煙をお願いします。治療効果が減弱または消失する可能性があるため、PRP療法実施２週間前からはロキソニンやボルタレンといった痛み止め、またはこれらの成分が含まれた湿布は使用しないで下さい。痛み止めが必要な際には御相談下さい。また患部へのステロイド注射も行えません（最低１か月の休止期間が必要）。
⑥費用について
PRP療法は保険診療の対象外のため、一般の健康保険を使用することはできませんPRP療法が開始になった場合は、それ以降の同一疾患の診療については全額自費診療となります。初診時に9000円、注射1回について20000円、注射後の経過観察に6000円かかります。
⑦治療への同意と撤回
PRP治療に対する同意は、患者様の自由な判断に基づくものであり、いつでも自由に同意を撤回することができます。PRP治療に同意しなかったり、同意を撤回したりしても、決して不利益にはならず、患者様の自由な判断で、当院の治療を継続されることができます。
⑧守秘義務
診察・治療に関する個人情報は、当院で定めた個人情報保護規程に従って厳重に取り扱い、個人が特定されることなく、十分にプライバシーが保護されるよう取り計らいます。
⑨FAQ
Q．PRP療法で注射後は痛くなりますか？対処法は？
A．PRP療法による注射後に、腫れと痛みが出る場合があります。注射により一時的に炎症が起こることが治癒過程で必要なため、ロキソニンやボルタレンなどの非ステロイド性消炎鎮痛剤と呼ばれる痛み止めは使用できません。アインシングやアセトアミノフェンの内服は可能です。
Q．アレルギー反応ってあるの？
A．PRP自体は、患者様本人の血液成分なので、アレルギー反応を起こすことは考えられません。ただし局所麻酔剤や、消毒液によりアレルギー反応をおこすことは考えられます。
Q．神経損傷があると聞きましたが本当ですか？
A．注射という侵襲のある行為を行う上では、交感神経障害による複合性局所疼痛症候群（CRPS）という慢性疼痛が起こることがあります。ただし、本疾患はPRP注射に特有の問題ではなく、すべての注射、時には打撲によっても起こりえる問題です。
Q．ドーピング検査でひっかかりますか？
A．問題になりません。以前までは禁止されていましたが世界アンチドーピング機構では腱付着部への投与だけでなく、筋肉内投与も認められ、肉離れなどにも問題なく用いられるようになりました。

 私は、上記の診療行為について、必要理由、方法、期待しうる効果、危険性及び合併症、代替手段、実施しない場合の予後等について十分な説明を受け、納得しましたので実施に同意します。なお、上記の診療行為中予期しない生命にかかわるような緊急状況が発生した場合は、医師が必要と判断した処置を行うことも同意します。
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